
評価判例　○：目標達成　△：ほぼ目標達成　×：目標未達成

2017 年度環境目標・目標値と結果及び 2018 年度計画は以下の通りです。
■ 2017年度環境目標・目標値と結果

■ 2018年度計画

部門 環境目標 目標値
東京地区 関西地区

結果 評価 結果 評価

設計部門

環境配慮設計の提案 環境配慮
チェックシートの活用 採用件数÷提案件数≧ 95% 98.0％

（73 件） ○ 97.8％
（28 件） ○

地球温暖化の防止 新 CO2 排出量算定
プログラムの活用

CO2 削減率 10% 以上
（H28 年建築物省エネ法基

準・建物全体）
11.1％

（72 件） ○ 11.2％
（28 件） ○

施工部門

建設廃棄物の削減
【混合廃棄物排出量

（2011 年度比）を 2020
年度までに 25% 削減】

建設廃棄物の削減 混合廃棄物 8kg/㎡以下 5.9kg/㎡
（64 件） ○ 3.7kg/㎡

（26 件） ○

混合廃棄物の
リサイクル化 リサイクル率 73% 80.17％

（64 件） ○ 78.83％
（26 件） ○

地球温暖化の防止
【CO2 発生原単位

（13.8t-CO2/ 億円）を
2020年度までに7%削減】

CO2 排出量の削減 発生原単位
13.1t-CO2/ 億円以下

11.09
t-CO2/ 億円
（64 件）

○
10.59

t-CO2/ 億円
（26 件）

○

オフィス
部門

省エネルギーの推進
【2019 年度まで 2011 年

度実績値以下とする】
電力使用量の削減 2011 年度実績値以下 − 5.7％ ○ − 16.1％ ○

資源有効利用

コピー用紙
使用量の削減

《未達拠点の周知徹底》

コピー・プリンター
2UP 以上比率 3.1% 4.9％ ○ 3.6％ ○

コピー・プリンター
両面比率 30% 38.4％ ○ 31.4％ ○

文房具グリーン購入
の推進

《未達拠点の周知徹底》
購入率 90% 93.0％ ○ 93.6％ ○

部門 環境目標 目標値

設計部門

環境配慮設計の提案 環境配慮
チェックシートの活用 採用件数÷提案件数≧ 95%

地球温暖化の防止 新 CO2 排出量算定
プログラムの活用

CO2 削減率 10% 以上
（H28 年建築物省エネ法基

準・建物全体）

施工部門

建設廃棄物の削減
【混合廃棄物排出量

（2011 年度比）を 2020
年度までに 25% 削減】

建設廃棄物の削減 混合廃棄物 7kg/㎡以下

混合廃棄物の
リサイクル化 リサイクル率 75%

地球温暖化の防止
【CO2 発生原単位

（13.8t-CO2/ 億円）を
2020年度までに7%削減】

CO2 排出量の削減 発生原単位
12.9t-CO2/ 億円以下

オフィス
部門

省エネルギーの推進
【2019 年度まで 2011 年

度実績値以下とする】
電力使用量の削減 2011 年度実績値以下

資源有効利用

コピー用紙
使用量の削減

《未達拠点の周知徹底》

コピー・プリンター
2UP 以上比率 3.1%

コピー・プリンター
両面比率 30%

文房具グリーン購入
の推進

《未達拠点の周知徹底》
購入率 90%

2017年度環境目標・目標値と結果及び2018年度計画

処
分

マテリアルフロー

INPUT 事業活動 OUTPUT

2017年度の当社の事業活動に関わる資源・エネルギーの投入量と、CO₂・廃棄物などの排出量を定量的にまとめたものを以下に
示します。

■ 施工活動投入資源

主要建設資材
鉄筋 	  203 千 t
鉄骨 	  4 千 t
生コンクリート 	  1,469 千 m3

グリーン調達資材
電炉鋼材（鉄筋） 	  203 千 t
高炉セメント生コン 	  176 千 m3

再生利用タイル 	  302 千 m2

再生石膏ボード 	  4,566 千 m2

パーティクル材（二重床） 	  189 千 m2

スチレン素材（壁下地パッキン） 	  395m3

節水型便器 	  16 千台
屋上・壁面緑化 	  11 千 m2

浸透性舗装 	  16 千 m2

SUS 管（共用部給水配管） 	  84t
Hf インバーター方式照明器具 	  39 千台
長尺塩ビシート 	  280 千 m2

押出し発泡ポリスチレン 	  4 千 m3

鋳鉄管 	  1 千 t

■ 施工活動投入エネルギー

電力 	  9,933 千 kWh
軽油 	  11,712㎘
灯油・重油 	  157㎘

■ オフィス活動投入エネルギー

電力 	  6,347 千 kWh
コピー用紙 	  18,410 千枚
水 	  30 千 m3

■ 施工活動

CO₂ 排出量（新築工事） 　　  34.7 千 t-CO₂
アスベスト処理量 	  141.8t
フロン・ハロン回収量 	  10t
建設廃棄物 	  538.3 千 t

■ オフィス活動

CO₂ 排出量 	  2.1 千 t-CO₂
一般廃棄物 	  57t
排水 	  29 千 m3

■ CO₂ 排出量の内訳

スコープ 1 	  30,374t-CO₂
スコープ 2 	  5,334t-CO₂
スコープ 3 	  1,391t-CO₂

研究・技術開発

企画・設計

施工（解体含む）

運用・維持

再生利用量

532.7千t

投入 排出

最終処分量

5.6千t

投入 再生

大切にしたい風景
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